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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
基材上に、黄色、紅色、および藍色のフレキソ印刷用インキを用いたフレキソ印刷物であ
って、印刷物の観察者から見て、インキ層の部分の最上層が黄色インキであり、黄色フレ
キソ印刷用インキが、黄色顔料、界面活性剤、および樹脂を含んでなり、前記黄色顔料の
５０％累積平均径が、４００ｎｍ以下であることを特徴とする表刷り、または裏刷りフレ
キソ印刷物。
【請求項２】
フレキソ印刷用インキが、すべて水性である請求項1記載のフレキソ印刷物。
【請求項３】
黄色フレキソ印刷用インキ中の黄色顔料が、黄色フレキソ印刷用インキ全体の、１０～３
０重量％である請求項１または２記載のフレキソ印刷物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は水性フレキソ印刷において、黄、紅、藍のプロセス色からなる表刷り及び裏刷
りフレキソ印刷にて高彩度の色再現性に優れたフレキソ印刷物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パッケージ印刷分野においてグラビア印刷、フレキソ印刷、オフセット印刷、インクジ
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ェット印刷、シルクスクリーン印刷等　各種の印刷方式が現在まで手法として用いられて
きた。その中で、グラビア印刷、フレキソ印刷は従来から紙、厚紙、不織布、段ボール、
メタルフォイル、プラスチックフィルム等のあらゆるパッケージ印刷において利用されて
いる。
　近年、環境配慮の観点から植物油を使用したオフセットインキ、ノントルエン型グラビ
アインキ等様々な環境調和型印刷インキが開発される中、特にグラビア印刷と比較して、
低膜厚、高濃度で印刷できるため溶剤排出量の少ないフレキソ印刷方式がパッケージング
印刷分野の中で注目されており、その中でも水を主溶媒としたインキを使用する水性フレ
キソ印刷は最も溶剤排出量の少ない印刷方式の一つである。
　水性フレキソ印刷における種々の基材に対するプロセス印刷には表刷り印刷と裏刷り印
刷がある。印刷物の観察者から見てインキ層を最上層とする表刷り印刷は紙、厚紙、不織
布、段ボールの他、各プラスチックフィルムの印刷に用いられている一方、裏刷り印刷は
印刷物の観察者から見て透明なプラスチックフィルムを通してインキ層を見る方式でどち
らの方式も食品包材分野、サニタリー分野等広く水性フレキソ印刷が市場展開されている
。
　現在、広く用いられる黄、紅、藍、墨のプロセス色印刷の主たるインキの刷り順は表刷
り印刷であればＣＭＹＫで代表されるプロセス４色の中の黄、紅、藍インキの刷り順を黄
、紅、藍の順で印刷し、裏刷り印刷であれば藍、紅、黄の順で印刷するのが一般的であり
、
表刷り印刷、裏刷り印刷共に印刷物の観察者から見てインキ層の中の黄インキが最下層に
なる刷り順を採用している。
　これは現在、汎用で使われているプロセス色用のフレキソ黄インキは一般的に不透明で
あることが多く、表刷りについてはプロセス色の中で黄を最初に印刷し、裏刷りについて
はプロセス色の中で黄を最後に印刷する方法が最も鮮明な色相を得ることができるためで
あるが、例えば、表刷り印刷において紅、藍色と比較して彩度の高い黄インキを観察者か
ら見て最下層にしているため、透明性の高い黄インキを最上層にしているオフセット方式
の印刷物と比較すると黄と紅の重ね部分や黄と藍の重ね部分の演色性が劣る場合があった
。
　裏刷り印刷においては油性フレキソインキにおいては透明黄顔料が使用される場合もあ
り、観察者から見て黄インキを最上層にする印刷方式を選択する場合もあったが水性フレ
キソ印刷においては、透明黄顔料を水溶媒に安定して分散させることが出来ず採用に至っ
ていない。
　特に水性フレキソインキの黄インキにおいて水性インキの経時安定性や分散性の問題か
ら不透明な黄インキが汎用的に使用されてきたため、仮に表刷りで黄を最後に印刷する方
法を選択すると黄と紅の重ね部分や黄と藍の重ね部分において黄インキの色相や透明度の
問題から鮮明な色相が失われる。
【０００３】
　フレキソ印刷での演色性を向上させる手段として、パッケージング印刷や商業印刷等に
おいて標準プロセスカラーにてＰａｎｔｏｎｅ　Ｈｅｘａｃｈｒｏｍｅ（登録商標）を加
えた６色印刷（特許文献１）、５色のプロセス色を用いてフレキソ印刷における４色プロ
セスの色域を拡張する方法（特許文献２）が提案されているが、いずれも黄インキの粒径
と透明度による２次色の色域拡大とフレキソ印刷における表刷り、裏刷り印刷工程での刷
り順に言及されたものではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第５７３４８００号公報
【特許文献２】特表２０１５－５３０９３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　本発明は、このような従来の技術における問題点を解決する為になされたものであり、
その課題とするところは、水性フレキソプロセス色印刷において、表刷り及び裏刷りフレ
キソ印刷において透明黄インキを印刷物の観察者から見て印刷物積層体の中でインキ層部
の最上部にすることで黄単色濃度と２次色の鮮明性の向上させる高演色のフレキソ印刷物
とフレキソプロセス印刷方法を提供する事である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、透明度が高く、且つ高濃度の水性フレキソ黄インキを用いることでフレキソ
印刷において印刷物の観察者から見て黄インキを最上部である時に黄が含まれる２次色部
の鮮明性を向上させた水性フレキソ表刷り印刷物及び裏刷り印刷物を得ることである。
【０００７】
　すなわち本発明は基材上に、黄色、紅色、および藍色のフレキソ印刷用インキを用いた
フレキソ印刷物であって、印刷物の観察者から見て、インキ層の部分の最上層が黄色イン
キであり、黄色フレキソ印刷用インキが、黄色顔料、界面活性剤、および樹脂を含んでな
り、前記黄色顔料の５０％累積平均径が、４００ｎｍ以下であることを特徴とする表刷り
、または裏刷りフレキソ印刷物に関するものである。
【０００８】
　また、本発明は、フレキソ印刷用インキが、すべて水性である上記フレキソ印刷物に関
するものである。
【００１０】
　また、本発明は、黄色フレキソ印刷用インキ中の黄色顔料が、黄色フレキソ印刷用イン
キ全体の、１０～３０重量％である上記フレキソ印刷物に関するものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明が提供する水性黄色フレキソ印刷用インキを用いることにより、従来の表刷りフ
レキソ印刷物および裏刷りフレキソ印刷物において黄単色色相及び2次色の部分において
鮮明性の高いフレキソ印刷物を得ることが出来る。
【００１２】
　本発明に使用される黄色フレキソ印刷インキの黄顔料としては従来からフレキソ印刷で
使用されている各種の黄色無機及び有機顔料を使用できる。例えば、ピグメントイエロー
１、ピグメントイエロー１２、ピグメントイエロー１３、ピグメントイエロー１４、ピグ
メントイエロー１７、ピグメントイエロー６３、ピグメントイエロー６５、ピグメントイ
エロー７３、ピグメントイエロー７４、ピグメントイエロー７５、ピグメントイエロー８
３、ピグメントイエロー９７、ピグメントイエロー９８、ピグメントイエロー１０６、ピ
グメントイエロー１１４、ピグメントイエロー１２１、ピグメントイエロー１２６、ピグ
メントイエロー１２７、ピグメントイエロー１３６、ピグメントイエロー１７４、ピグメ
ントイエロー１７６、ピグメントイエロー１８０、ピグメントイエロー１８８等が使用で
き、好ましくはピグメントイエロー１２、ピグメントイエロー１３、ピグメントイエロー
１４、ピグメントイエロー８３、ピグメントイエロー１７４、ピグメントイエロー１７６
を黄インキ中に１０－３０質量％使うことが好ましい。
【００１３】
　本発明に使用される黄色フレキソ印刷インキにおいて前記黄顔料の他に耐ブロッキング
性、乾燥性、ラミネート強度向上等を目的として充填剤として種々の体質顔料を併用する
ことができる。体質顔料としては通常の印刷インキに使用されるものが挙げられ、例えば
炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム等の炭酸塩、沈降性硫酸バリウム等の硫酸塩、カオリ
ンクレー、シリカ、タルク、マイカ等の珪酸塩等が挙げられ、これらは単独または２種以
上を併用して使用することが出来る。
【００１４】
　本発明には黄顔料の水溶媒中での分散性を向上させ高い透明度の黄色フレキソ印刷イン
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キを得るために種々の界面活性剤を使用できる。界面活性剤としては具体的には、２，４
，７，９‐テトラメチル－５－デシン‐４，７－ジオールに代表されるアセチレンジオー
ル誘導体、前記アセチレンジオール誘導体のエチレンオキサイド付加物、ポリオキシエチ
レンポリオキシプロプレンブロック重合物に代表されるポリプロピレングリコ―ルにエチ
レンオキシドを付加したノニオン性界面活性剤が挙げられる。
【００１５】
　本発明に使用される水性フレキソインキに含有される樹脂としては各種の水溶性溶液樹
脂または水溶性エマルジョン樹脂が使用できる。水溶性溶液樹脂としては、スチレン－ア
クリル系共重合体をアルカリで中和した水溶性溶液樹脂、アクリル系共重合体エマルジョ
ン、水性ポリウレタン樹脂、水性ウレタン－アクリルウレタン樹脂、水性ポリエステル樹
脂等を使用できる。
　これらの水溶性溶液樹脂または水溶性エマルジョン樹脂は黄顔料を分散させるために水
溶媒と共に単体で使用しても良く、前記界面活性剤として併用して使用しても良い。
　水性フレキソインキ用液状樹脂の粘度としては５０ｍＰａ・ｓ－２００００ｍＰａ・ｓ
が好ましく、より好ましくは１００ｍＰａ・ｓ－１００００ｍＰａ・ｓの範囲がインキ製
造の際の顔料分散ベースの粘度や最終調整される粘度を考えると好ましい。
【００１６】
　水溶性液状樹脂を使用する場合の溶媒としては水の他、水混和溶剤を添加混合すること
ができる。水混和性溶剤としては、低級アルコール類、多価アルコール類及びそのアルキ
ルエーテルまたはアルキルエステル類などが挙げられ、具体的には、メタノール、エタノ
ール、ノルマルプロパノール、イソプロパノール等の低級アルコール類、エチレングリコ
ール、プロピレングリコール、ジエチレングリコール、ジプロピレングルコール、グリセ
リン等の多価アルコール類、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコー
ルモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコー
ルモノエチルエーテル、プレプレングリコールアセテート、ジエチレングリコールモノメ
チルエーテル、ジプロピレングリコール等が使用できる。
【００１７】
　本発明には、耐摩擦性及び滑り性付与のために水溶媒中に分散するパラフィン系または
ポリエチレン系またはテフロン（登録商標）系ワックス類、印刷時の発泡性を抑制するた
めのシリコン系、非シリコン系の消泡剤、インキ皮膜硬化を促進する硬化剤を適宜使用す
ることができる。
【００１８】
　本発明に使用される黄色フレキソ印刷インキは、顔料、添加剤、バインダー樹脂、水ま
たは溶剤等をボールミル、アトライター、サンドミル等を用いて顔料粒子を分散し用意さ
れる。顔料の平均粒子径は粒度分布測定機等を用いて測定され、その粒度分布は５０％累
積平均径において好ましくは４００ｎｍ以下の時に、より好ましくは３００ｎｍ以下の時
に黄インキが含まれる２次色の色相の鮮明性を向上させる。５０％累積平均径が４００ｎ
ｍより大きいと黄インキの透明性が著しく低下することで黄インキが含まれる2次色色相
の鮮明性の低下を生じる。５０％累積平均径は粉体の集団の全体積を１００％として累積
カーブを求めた時、その累積カーブが５０％となる点の粒径と定義される。粉体の集団の
体積分布は、動的光散乱法にて求められる。
【００１９】
　本発明に使用される紅色フレキソ印刷用インキ、藍色フレキソ印刷用インキは、公知の
インキが使用できる。黄色フレキソ印刷用インキが水性である場合は、紅色インキ、藍色
インキも水性であることが好ましい。
【００２０】
　本発明に使用される基材としてはコート紙、上質紙、コートボール紙、ライナー紙、段
ボールに代表される紙基材、ポリエステル繊維、ポリオレフィン繊維、レーヨン繊維等プ
ラスチック繊維から形成される不織布、ポリエステルフィルム、延伸ポリプロピレンフィ
ルム、無延伸ポリプロピレンフィルム、ポリスチレンフィルム、延伸ナイロンフィルム、



(5) JP 6268552 B2 2018.1.31

10

20

30

40

50

ポリエチレンフィルム、ポリ塩化ビニルフィルム、乳白ポリエチレンフィルムに代表され
るプラスチックフィルムが挙げられる。プラスチックフィルムにおいてインキと基材の密
着や画像形成に難点がある場合は適宜コロナ処理をかけることが出来る。
【００２１】
　色再現領域の再現方法としては、ＸＹＺ表色計（ＣＩＥ１９３１表色系）、Ｘ１０Ｙ１
０Ｚ１０表色系（ＣＩＥ１９６４表色系）、Ｌ＊ａ＊ｂ表色系（ＣＩＥ１９７６）、ハン
ターＬａｂ表色系、マンセル表色系、Ｌ＊ｕ＊ｖ表色系（ＣＩＥ１９７６）等が挙げられ
る。
【００２２】
　Ｌ＊ａ＊ｂ表色系では色相に関係なく比較できる明るさの度合いとして「明度」をＬ＊
で表現し、Ｌ＊が大きくなるほど色が明るく、小さくなるほど暗くなることを示している
。ａ＊とｂ＊は色の方向を示し＋ａ＊は赤、－ａ＊は緑、＋ｂ＊は黄、－ｂ＊は青の方向
を示している。各方向とも絶対値が大きくなるほど色鮮やかになり、０に近づくに従って
くすんだ色になることを示しえいる。鮮明さの度合いを数値化する方法として「彩度（C
）」が定義されており、各々以下の式にて求めることができる。
【００２３】
【数１】

　Ｃに関しては絶対値が大きくなるほど鮮明さが向上され、値が小さくなるに従って鮮明
さが失われたくすんだ色となる。
【００２４】
　フレキソ印刷機としてはＣＩ型多色フレキソ印刷機、ユニット型多色フレキソ印刷機等
があり、インキ供給方式についてはチャンバー方式、2ロール方式が挙げることが出来、
適宜の印刷機を使用することができる。
　フレキソ版はＵＶ光において樹脂を硬化するフォトポリマー基材や画像が彫刻されたゴ
ム版等が適宜のフレキソ版を使用できる。
　アニロックスロールについてはクロムメッキアニロックスロール、セラミックアニロッ
クスロール等が汎用で使用されるが、フレキソ印刷機に使用できるものであればこれに限
定されるものではない。
【００２５】
　本発明のプロセス色印刷において必要に応じて墨インキ、特色インキを任意の順序で追
加することができ、更に必要に応じて白インキを使用することができる。裏刷り印刷の場
合は透明プラスチックフィルムに色インキを塗工した後に白インキを塗工することができ
、表刷り印刷においては色インキを塗工する前に白インキを下地として塗工することがで
きる。
【００２６】
　本発明のフレキソ印刷物のプロセス色の刷り順は水性フレキソ黄インキの５０％累積平
均径が４００ｎｍ以下である透明な黄インキである印刷物について観察者から見て、例え
ば、黄、紅、および藍色の順を選択する。
　具体的には、表刷りにおいては例えば藍、紅、黄色の順に印刷することで印刷物の観察
者から見て黄色がインキ層の中で最上層になる。藍と黄の重ね部分と紅と黄の重ね部分に
おいて下層である藍色、紅色の色相を透明性の高い黄を通して観察されることで藍と黄の
重ね部分においては藍色のｂ値が黄インキに隠蔽されないため、その結果としてＣ値が高
くなり、紅と黄の重ね部分においては紅インキのａ値が黄インキに隠蔽されないため、そ
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あることを示す。基材の裏面に印刷される裏刷り印刷においても同様で、印刷物の観察者
から見て黄色がインキ層の最上層になることで透明な黄を含有するフレキソ印刷物の藍と
黄の重ね部分と紅と黄の重ね部分について表刷り印刷の場合と同様にＣ値が高くなり、高
演色の印刷物を得ることが出来る。
【００２７】
　以下の具体例により本発明を詳細に説明するが、本発明はこれら実施例に限定されるも
のではない。また、以下の記述の部は重量部、％は重量％を示す。
【００２８】
樹脂製造例１（水溶性溶液樹脂Ａ）
　攪拌装置、温度計、２つの滴下漏斗及び還流冷却器を備えた反応容器にメチルイソブチ
ルケトン９４．０部を仕込み、攪拌しながら、窒素還流下で温度が１００℃になるまで昇
温した。次いで、２つの滴下漏斗において、スチレン５０部、α－メチルスチレン５部、
メタクリル酸３０部ラウリルメタクリレート１５部を３時間かけて滴下した。もう一方か
らはジメチル２，２’－アゾビスイソブチレート５部をメチルイソブチルケトン１０部に
溶解させ、４時間かけてそれを滴下した。滴下完了後、更に１０時間反応させて反応を完
了した。冷却後、得られた顔料分散樹脂溶液に更に２５％アンモニア水１９．５部を加え
て中和した。更にイオン交換水を加えて、加熱しながら溶剤置換を行い、最後にイオン交
換水をさらに加えて、重量平均分子量が１０５００、固形分３０％、粘度６０００ｍＰａ
・ｓの水溶性液状樹脂Ａを得た。
【００２９】
樹脂製造例２（水溶性エマルジョン樹脂Ｂ）
　攪拌装置、温度計、２つの滴下漏斗及び還流冷却器を備えた反応容器にイオン交換水９
２部と製造例１で調整した水溶性樹脂Ａ１１４部を仕込み、攪拌しながら窒素還流下で温
度が８０℃になるまで昇温した。次いで、２つの滴下漏斗において、一方からスチレン２
５部、ｎ－ブチルアクリレート７５部を２時間かけて滴下した。もう一方からは、過硫酸
アンモニウム２０％水溶液５部を２時間かけて滴下した。滴下完了後、更に４時間反応さ
せせた。更にイオン交換水を加えて固形分４５％　重量平均分子量４２万、粘度１０００
ｍＰａ・ｓのコアシェル型エマルジョン樹脂である水溶性エマルジョン樹脂Ｂを得た。
【００３０】
黄インキ実施例及び比較例
　表１に示す配合処方でピグメントイエロー１３（ＬＩＯＮＯＬ　ＹＥＬＬＯＷ　ＦＧ１
３１４Ｃ　トーヨーカラー社製）またはピグメントイエロー１４（パーマネントイエロー
ＧＳＯ　クラリアント製　　ピグメントイエローＴＴ１４０７Ｇ　トーヨーカラー製）
１０－３０部に対して水溶性溶液樹脂Ａ、水溶性エマルジョン樹脂Ｂ、水、ポリエチレン
ワックス[ケミパールＷ５００　三井化学製]を加えてサンドミルにて分散し黄インキを得
た。
サンドミルでの分散時間は、黄インキ実施例１－４では６０分であるのに対して、比較例
１では２０分である。
【００３１】
紅、藍インキ製造例
　表１に示す配合処方でピグメントレッド１４６（ＬＩＯＮＯＬ　ＲＥＤ　ＦＧ５６２０
　トーヨーカラー社製）　またはピグメントブルー１５（ＬＩＯＮＯＬ　ＢＬＵＥ　ＦＧ
７３３０　トーヨーカラー社製）２０部に対して水溶性樹脂Ａ、ノニオン系界面活性剤[
サーフィノール４２０　日信化学工業製]、水、ポリエチレンワックス［ケミパールＷ５
００　三井化学製］を加えてサンドミルにて６０分　分散し紅インキ及び藍インキを得た
。
【００３２】
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【表１】

【００３３】
　黄インキの５０％累積平均径の測定結果を表２に示す。
　黄インキ実施例１－４、比較例１の５０％累積平均径について動的光散乱法を測定原理
とした粒子径分布測定装置（ＵＰＡ－ＥＸ１５０　日機装（株）製）を用いて測定した。
５０％累積平均径は粉体の集団の全体積を１００％として累積カーブを求めた時、その累
積カーブが５０％となる点の粒径と定義される。
　実施例１－３の黄インキは５０％累積平均径が３００ｎｍ以下、実施例４の黄インキは
３４０ｎｍに対して比較例１の黄インキは４９５ｎｍであった。
【００３４】
【表２】

【００３５】
　黄インキの透明度を表３　黄インキの濃度、色相、及び黄インキを含む２次色の色相評
価結果を表４、表５に示す。
　上記で調整したインキ組成物について、フレキシプルーフ１００（アニロックスロール
　４００ｌｐｉ　６ｃｃ/ｃｍ2）を用いて　処理ＯＰＰ基材（２軸延伸ポリプロピレンフ
ィルム　フタムラ化学製ＦＯＲ　フィルム厚２０μｍ）に塗工した。
【００３６】
【表３】

【００３７】
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【表４】

【００３８】
【表５】

【００３９】
　黄インキの透明度は上記塗工条件にてフィルム上に印刷された黄インキ印刷物について
、黒色紙　５枚を重ねたものを下に敷くブラックバッキング方式にてインキ塗工面から分
光測色計（Ｘ－ｒｉｔｅ　ｅＸａｃｔ　エックスライト社製）にて、彩度を表すL値を測
定し黄インキの透明度を判定する基準とした。

黄インキの透明度基準　５：透明性が高い　　　L値：４０未満
　　　　　　　　　　　４：透明性がやや高い　L値：４０以上５０未満
　　　　　　　　　　　３：透明性が中程度　　L値：５０以上６０未満
　　　　　　　　　　　２：透明性がやや低い　L値：６０以上７０未満
　　　　　　　　　　　１：透明性が低い　　　L値：７０以上
【００４０】
　表刷り色相についてはインキを塗工した側、すなわちインキ塗工面から分光測色計（Ｘ
－ｒｉｔｅ　ｅＸａｃｔ　エックスライト社製）にて色相、濃度を測定し、裏刷り色相に
ついてはインキを塗工した裏側、すなわちフィルム側から分光測色計にて、色相、濃度を
測定した。表４中　基材（フィルム）／紅／黄は印刷物の表刷り印刷においては観察者か
ら見て黄色が最上層であり、裏刷り印刷においては観察者から見て紅インキが最上層とな
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ることを示す。
　濃度については黄、紅、藍の単色ベタ濃度、色相については単色ベタ濃度、黄が含まれ
る２次色すなわち黄と紅の重ね刷り構成及び　黄と藍の重ね刷り構成の色相（L＊　a＊　
ｂ＊　C値）　を測定した。
【００４１】
　黄実施例が含まれる２次色についてはインキ層の中で黄インキが観察者から見て最上層
になる場合について表刷り印刷物においては黄インキ実施例１－４を含む印刷物は紅と黄
の重ね部分、藍と黄の重ね部分についていずれも黄インキ比較例１を含む印刷物と比較し
てＣ値すなわち鮮明性が高い印刷物が得られた。裏刷り印刷物については黄インキ実施例
１を含む印刷物は黄インキ比較例１を含む印刷物と比較して藍と黄の重ね部についてＣ値
が高く、黄インキ実施例２－４は黄インキ比較例１を含む印刷物として紅と黄の重ね部及
び藍と黄の重ね部についてＣ値が高く鮮明性の高い印刷物を得ることが出来た。
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